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＜東部地区特別支援学校就労促進セミナー＞ 
 

 令和５年５月８日（月）に、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが、「新

型インフルエンザ等感染症（２類相当）から「５類感染症」に移行され２か月がたちまし

た。６月下旬には中学部３年生が大阪への修学旅行、７月上旬には高等部３年生が東京へ

の修学旅行を行いました。学校での日常的な感染予防対策は引き続き行っていますが、

徐々に学校での学習も内容や活動の場が広がってきているところです。 

さて、７月１１日（火）に鳥取県福祉人材研修センターで東部地区特別支援学校就労促

進セミナーが開催されました。東部地区の特別支援学校５校が主催、鳥取労働局と鳥取公

共職業安定所の後援を受け、「障がい者とともに働くために」というテーマで開催されま

した。もう１０年以上継続して開催されている事業です。当日は気高電機株式会社の障が

い者雇用の事例の発表を聞いた後、特別支援学校、企

業、事業所等の関係者が小グループに分かれて、だれ

もがいきいきと活躍できる就労を目指して産官学で

アイデアを出し合う意見交換会を行われました。私の

参加したグループでは就職された障がい者のキャリ

アアップ（人材育成）というテーマでの話し合いでし

た。特別支援学校を卒業して就職している方は働くと

いうことについての意識が高く、とても一生懸命頑張

っている話をうかがい、特別支援学校関係者としてうれしい気持ちになりました。そのよ

うに頑張って働いている卒業生は周りの支援を受けながら就労を継続しているとのこと

ですが、働き続ける中で仕事内容、職場や家庭環境の変化に戸惑いや不安を持たれるケー

スが多いので、定期的に面談をして安心して働くことができるようにしているとお聞き

し、障がい者を雇用する企業の支援をありがたく思い

ました。小グループでの話し合いを終え、コミュニケ

ーションの大切さ、人とのかかわりの大切さを改めて

感じるとともに、本校の合言葉である「白兎のあいう

えお」＝「あいさつ・いのち・うんどう・えがお・お

もいやり」は子どもたちの将来につながる大切な合言

葉なのだと再認識しました。 

毎日、蒸し暑い日々が続いています。一学期も終わりになりましたが、「継続は力なり」

これからも新型コロナウイルスの感染予防に向き合いながら、小中高それぞれの学習の場

で子どもたちの将来の自立と社会参加に向けた教育に取り組んでいきたいと思います。 

 

（副校長 楠田和幸） 
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８・９月の予定 

8 月 1 日(火) 学校説明会 9:30～11:00、親子進路相談会（高３） 

11 日(金) 山の日（祝日） 

14 日(月) 学校対外業務停止日  

15 日(火) 学校対外業務停止日 

19 日(土) 白兎ふれあいの森ボランティア作業 7:30～8:45 

23 日(水) PTA 人権教育研修部 ランチ＆お話会 12:30-14:30 

25 日(金) 第２学期始業式   13:10 下校（小） 

9 月 5 日(火) 体験入学（中） 

6 日(水) 現場実習（高３）～20日、委員会活動 

7 日(木) 宿泊学習（高２）～8日、体験入学（中） 

8 日(金) 体験入学（小） 

12 日(火) 体験入学（高） 

13 日(水) 体験入学（小） 

14 日(木) 体験入学（中） 

15 日(金) 体験入学（高） 

18 日(月) 

19 日(火) 

敬老の日（祝日） 

体験入学（高） 

20 日(水) 

21 日(木) 

体験入学（小） 

修学旅行（小６）～22日、体験入学（中）、 

東部地区特別支援学校福祉セミナー 9:45-12:00 

23 日(土) 秋分の日（祝日） 

27 日(水) 避難訓練（地震・津波） 

29 日(金) 体験入学（高）、校外学習（中１） 

 
 

令和４年８月１日から、本校の ALT（アシスタント ランゲージ ティーチャー）として１

年間御世話になったアンナ先生が令和５年７月３１日で本校での勤務が終了となります。 

小学部、中学部、高等部の児童生徒が「外国語活動」「外国語」で一緒に学習に取り組みまし

た。（令和５年度は小学部児童と中学部生徒が学習） 

気さくで、優しくそして日本語も堪能で、児童生徒から大人気の先生でした。お別れするの

は、残念でさみしいですが、新たな環境で頑張っていただくことを願っています。 

令和５年８月１日からは、新たにミッチェル先生（男性）が本校の ALT として勤務していた

だきます。 

          


